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研究成果の概要（和文）：　本課題は『プラカラナ・パンチカー』第9章の批判校訂を主眼としたもので、10種
の手書き写本と3種の先行刊本に基づき再校訂し、当該章が主題とする「音声の永遠性論証」について分析する
ものである。
　2018年7月の第17回世界サンスクリット学会での時点で、校合が未完了であったマラヤラム文字資料2種を除く
11種の資料について校合を完了し、各資料の性格分析と写本間の系統分析を発表した。写本については、北イン
ド系および南インド系のヴァージョン群に二分することが可能である点、また、マイソール東洋学研究所所蔵の
テルグ文字写本が南インド系の低位祖本の読みを保持している可能性がある点を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project aims the critical re-editing of the ninth chapter of 
the Prakaranapancika, where the author tries to prove the eternality of sound, or of each phoneme, 
based on ten kinds of manuscripts and three previous editions.
At the occasion of the 17th World Sanskrit Conference in July 2018, I presented the analysis of the 
characteristics of each materials and the mutual relationship among eleven kinds of materials, 
except two ever non-collated Malayalam manuscripts at that time.
In the presentation, I clarified that two texts-versions, Northern recension and Southern recension,
 can be estimated, and the only Telugu manuscript from the Oriental Research Institute, Mysore, 
retains possibly the reading of the hyparchetype of Southern recension.

研究分野：インド哲学

キーワード： 再認

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
20世紀に同一の都市から出版された『プラカラナ・パンチカー』の2種の流布本は、大きな読みの違いを持って
いる。その校訂方針の差異に関する実証的解明も射程に入れ、南北インドから収集した10種の一次資料に基づい
た再校訂により、南北2つのテキスト・ヴァージョンの存在を明らかにしたとともに、当該テキストについて
は、マイソールのテルグ文字写本が南インドの低位祖本（hyparchetype）の読みを保持している可能性を示した
点は、今後のテキスト研究および中世インドの思想史解明の一石となりうる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 古典インド聖典解釈学派の二大分派のうち、プラバーカラ派に属する思想家シャーリカナー
タ（Śālikanātha）の哲学作品  Prakaraṇapañcikā（PrP）の先行出版テキストとして、
Śrīmukundaśāstrī により校訂されチョーカンバ・サンスクリット・シリーズから 1904 年に
出版されたもの（以下、Ch版）、および、Subrahmanya Śastrī により校訂されベナレス・ヒ
ンドゥー大学（以下、BHU版）から 1961年に出版された 2つの刊本が流布しているが、同じ
都市から出版されたこの 2つの先行刊本は、多くの異読を持つ。そのうち、後者の BHU版に
は、南インドのマイソール東洋学研究所のテルグ文字写本を底本にしたという校訂者の注記が
あり、いわゆる南インド系の読みを多く採用したことが伺われる。 
 また、PrP 中のそれぞれの章（prakaraṇa）は、技巧的な章題が付され、また各章の冒頭に
は先師に言及する詩節が掲げられていることなどから、各章の作品としての独立性が高い。実
際に、単一の章だけを伝承する写本も存在しており、また、章の順序については先行出版本の
間でも相違が見られ、入手済の写本の中にはさらに異なる章順を伝承するものもある。 
 そのため、写本の系統を検討する際には、いわゆる継続型混交（successive contamination）
の可能性も検討する必要があり、とりわけ章を跨ぐ際の写本間の関係の安定性に着目する必要
がある。 
 また、PrPの各章は、韻文のみで構成される章、韻文と散文が混在する章、冒頭詩節を除き
ほぼ散文のみで構成される章に分類できる。先行研究の中には、韻文と散文が混在する章の中
で、韻文だけでは意味の通らない箇所に着目し、その議論展開のギャップを埋めるべく、先行
刊本の校訂では散文中に埋没してしまった韻文を抽出したものもある。その他、韻文だけで構
成される第 5章と韻文・散文が混在する第 6章は、内容の重複もあり、そのいずれかが PrPの
構成要素でなかった可能性も指摘さてているなど、従来の校訂については見直すべき点もある。 
 本研究課題の代表者は、BHU 版が底本にしたものと思しき、マイソール東洋学研究所所蔵
の写本のデータを含む、10種の写本と 3種の刊本のデータを入手できたことを踏まえて、PrP
のテキスト研究の起点として、第 9章の再校訂・翻訳・内容分析を主眼とした研究を計画した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の最大の目的は、PrP第 9章の再校訂にある。とりわけ、北インド系・南インド系の
両方の写本群を包括的に校合することで、流布版である Ch 版と BHU 版の大きなテキストの
相違の根拠を剔抉するとともに、蒐集済の 10 種の一次資料を基に、北インド系・南インド系
それぞれのテキスト・ヴァージョン（recension）の低位祖本（hyparchetype）を推定するこ
とは可能か、という点も精査する。 
 また、今回の一次資料のうち、古典テルグ文字の写本は、その文字体系の点で筆記者の表記
法のクセが強く、貝葉自体の欠落も多く、翻刻の客観性と信頼性、そして訂正可能性を保証す
ることで、今後の同写本の別の章や、別の筆記者によるテルグ文字の翻刻研究にフィードバッ
ク可能なデータを提供することも目的とする。 
 全 10 種の一次資料および先行する 3 種の刊本を校合しながら、再校訂テキスト、翻訳、内
容分析の出版を目指すものである。 
 
３．研究の方法 
 まず、テルグ写本の翻刻のために、林晋教授のチームが開発した協働翻刻支援ソフト
SMART-GS を活用した。予備的研究として、2013 年 7–8 月（本研究課題の申請中）に R. 
Sathyanarayanan 博士（フランス極東学院ポンディシェリ校）との共同研究が首尾よくいった
ことを踏まえ、2016 年 11 月に「Telugu 文字サンスクリット写本翻刻ワークショップ」および
「翻訳支援ツール SMART-GS の実践ワークショップ」を開催した。このワークショップを中核に、
PrP のテルグ文字写本の当該章の翻刻を完了するとともに、デジタル化されたテルグ文字の字
母表を再利用・アップデート可能な形で公開する。一方、7 種のマラヤラム文字写本について
は、上述のテルグ文字よりは可読性が高いが、やはり翻刻の客観性を保つために、可能な限り
SMART-GS を利用して翻刻した上で、校合する。 
 その他の写本の校合データも含む批判校訂テキストは、Academia.edu を用いて常時最新版を
公開することで、他の研究者からのフィードバックの可能性も探る。 
 思想内容の研究として、当該章の主題である「音声の永遠性の証明」の根拠として、聖典解
釈学派のもう一方の分派であるバッタ派の思想家は、２つの観察時点で把捉される同一性が、
当該観測対象の時間的持続性を保証するという前提のもと、その同一性を把捉する「再認」
（pratyabhijñā[na]）という現象に時間的持続性の根拠を求める伝統的な見解を保持している
が、この 2時点間の持続性が果たして無限の時間の永遠性を保証するかどうか、という点は不
問に伏されているように思われる。バッタ派による上記のような「音声の永遠性論証」に対し
て、ŚālikanāthaはPrPにおいて、「音声/音素にかんしては、まさに初見時においてpratyabhijñā
が生じる」と論じており、同一の術語「pratyabhijña[na]」を用いつつも、その意図するとこ
ろは、「再認」というよりはむしろ「直観」に近い概念として、各音素の永遠性の証明を試みて
いるため、この二大分派間の差異についても、一次資料に基づき文献実証的に跡付ける。 
 



４．研究成果 
 まず、本研究課題の本丸である PrP 第 9 章の批判校訂については、写本解読の遅れにより、2
種のマラヤラム写本の校合が未完了の状態であるが、それを除く 8種の写本と 3種の刊本につ
いては、校合を完了し、各一次資料の性格分析と写本間の系統分析については、第 17 回世界サ
ンスクリット学会において発表した（2018 年 7月）。 
 この発表では、BHU 版の先行刊本が参照したテルグ文字写本が、今回利用したテルグ文字写
本と一致する可能性が極めて高い点、また、Ch 版がさらに先行する刊本の忠実な複写であるの
に対して、BHU 版の校訂方針は、参照資料の折衷的な性格が強く、時に写本情報から大きく乖
離するような読みの推定を行っている点を明らかにした。 
 また、「北インド系」と「南インド系」というテキスト・ヴァージョン群に二分することが可
能であり、また、テルグ文字写本が、南インド系のテキスト・ヴァージョン群の中で、低位祖
本に近い読みを保持している可能性がある箇所を数カ所指摘した。 
 その他、思想研究としての音声の永遠性論証における pratyabhijñā について、バッタ派の
再認論を含む包括的な分類の研究としては、第 27回西日本インド学仏教学会学術大会において
口頭発表した他、Sucaritamiśra の Ślokavārttikakāśikāṭīkā の最新版の校訂の成果は、
{https://www.academia.edu/34278396/ および https://www.academia.edu/27157168/ に公開
中である。 
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